
頭頸部画像診断の教科書は，病態や解剖など様々な方面で多数の良書が発刊され
ており，自分が放射線診断医となった十数年前とは様変わりしている．本書では，こ
れまでの書籍とは少し切り口を変えて，特徴的な画像所見や発生学，病変の由来臓器
など様々な観点から頭頸部画像を紐解いていく構成とした．様々な観点から画像所
見をとらえることで，疾患を多角的に把握し，より深い理解が得られるのではないか
と考えている． 

本書は3部構成となっている．第1章では，特徴的な画像所見から病変を紐解くよ
うな内容となっている（vascularity，石灰化・骨化，嚢胞性病変，壊死・嚢胞変性，
脂肪，出血，MRIの信号強度，FDG-PET/CTの集積）．各画像所見の成因まで，でき
る限り言及していただいているため，深い理解が得られ，応用が利くような内容となっ
ている．頭頸部では生検が比較的容易で，質的診断を求められる状況は多くはないも
のの，眼窩・頭蓋底，粘膜下の深部病変などの生検困難部位や偶発的な病変など，質
的診断を迫られる状況も少なくない．この章は読影時に所見から鑑別疾患を絞る際
にも役立ててほしい．
第2章は発生学的視点から頭頸部病変を解説する．頭頸部には発生段階における
異常が原因となるような病態や正常変異が多数存在しているため，発生学を絡めた理
解をしておくことが疾患の本質的な把握につながる．また，発生を踏まえた知識があ
ると，応用が利くような場合も多くある（例えば，胸腺の下降経路を知っていれば，そ
の部位にできた腫瘤の鑑別として異所性胸腺やそこから発生した腫瘍が挙げられ
る）．若手医師には，発生学的知識の習得を通じて，より深い疾患理解を目指してい
ただきたい．
第3章は由来臓器の観点から頭頸部病変を考察する．鑑別疾患は発生臓器によっ

て異なるため，由来臓器の推定が診断の鍵となる症例にもしばしば遭遇する．一方，
頭頸部では臓器が密接しているため病変の由来判定が困難な場合がある．本章では
教育的な実例を用いてその推定方法を解説している．この章は，2017年に南  学先生
が編集された画像診断増刊号「画像による病変の由来部位の診断」での執筆経験を基
に構想した．また，全身疾患の初発症状として頭頸部病変がみつかる症例や，頭頸部
に随伴する所見が診断につながる症例もあるため，多発病変・随伴病変の項を設け
た．
最後に，各章の先生方には，様々な視点から解説を行うという，高度な専門性と豊
富な経験を求められる，大変労力のかかる執筆をお引き受けいただいた．ここに深く
感謝の意を表する．
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